
介護予防・日常生活支援総合事業に関する 

普及啓発の取組みについて（平成 28年度） 

時 期 取組み内容 

 

通 年 

 

 

 

・地域生活応援会議において、介護予防・日常生活支援総合事業（以下、

「総合事業」）の各サービスの紹介。 

 

 

通 年 

 

・「桑名ふれあいトーク」にて総合事業を紹介。 

 ⇒ 小山ことぶき会、益世地区人権啓発推進会、桑名中央ローターリ

ークラブ、シニアカレッジくわな、柚井ふれあいサロン、明正地区

民生委員児童委員協議会において開催。延べ 201名が参加。 

 

 

平成 28年 

6月・7月 

 

 

 

 

・平成 28年度桑名市地域包括支援センター研修会「エリアフリーケアマ

ネジャー交流会」において総合事業を周知。 

 ⇒ 地域包括支援センター主任ケアマネ部会主催により、ケアマネジ

ャーを対象に各地域包括支援センターの圏域５ヶ所で開催。延べ 107

名が参加。 

 

 

平成 28年 

6月・7月・9月 

 

 

 

・広報くわなの特集「地域包括ケアシステム」において、総合事業の 

「くらしいきいき教室」、「健康・ケア教室」、「栄養いきいき訪問」

及び「えぷろんサービス」を紹介。 

 

 

平成 28年 9月 

 

 

 

・平成 28年度桑名市介護予防・日常生活支援総合事業説明会を開催。 

 ⇒ ケアマネジャーを対象に開催し、113名が参加。説明会では、平成

28 年 10 月より新たに「くらしいきいき教室」を開始する２事業所

（クオ、リハビリデイサービス nagomi桑名店）の紹介、また既存の

「くらしいきいき教室」事業所より事例発表、このほか総合事業全

般に関する行政説明が行われた。 

 

 

平成 28年 10月 

 

 

 

 

 

・「桑名市くらしいきいき教室に係る元気アップ交付金」交付式を開催。 

 ⇒ 「くらしいきいき教室」終了後、地域でお元気に過ごされて一定

期間介護保険サービスを必要としなかった方に交付する「元気アッ

プ交付金」を初めて交付するにあたり、ご本人、「くらしいきいき

教室」事業所、ケアマネジャーが出席し、交付式を開催。 

（裏面に新聞掲載記事） 

 
 

資料１ 



【参考】介護予防・日常生活支援総合事業の全体像 

 

【参考】「桑名市くらしいきいき教室に係る元気アップ交付金」交付式に関する掲載記事 

○中日新聞朝刊（平成 28年 10月 30日）記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


